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【位置】

東京から約１００km

茨城県のほぼ中央に位置

１．笠間市の地理的条件

【交通】

※茨城空港 車で約３０分

※成田空港 車で約１時間

【広域交通の要衝】

鉄 道 ６つの駅（ＪＲ常磐線，水戸線）

自動車 ４つのＩＣ / ２つのＳＡ（ＰＡ）

（常磐自動車道，北関東自動車道）

※鉄 道 東京駅→友部駅 １時間１３分

※自動車 東京 →友部 １時間２７分



２－１．文化・特徴

茨城県有数の観光・芸術・文化都市

日本一の栗（栽培面積）の産地

安心を感じる健康都市

年間350万人が訪れる交流資源

気候と地形に恵まれた農産物

急性期から終末期まで対応できる
医療・福祉環境

受け継がれる

歴史・伝統

多様で活力ある

産業

豊かで安らぎある

暮らし

多様な

芸術



２－２．文化・特徴



２－３．文化・特徴



２－４．文化・特徴



（人）

資料：「日本の地域別将来推計人口（2018年推計）」社人研のデータを用い，笠間市がグラフを作成。
推計は，コーホート要因法を用い，複数の補正等を行いながら推計結果をまとめた数値で各階層の数値の和

と合計数等，各数値における相違を含む。

資料：国勢調査（総数は年齢不詳を含む。1955年以前は市町村界区域の関係で総数に誤差あり。）

【人口】 ８１，２０９人(200610.1現在)

７４，６７３人(2019.4.1現在)

合併後13年間で約6,500人強の減少

【割合】 年少人口 11.6％

生産年齢人口 57.3％

老年人口 31.0％

（2018.10.1現在）

【世帯】 ２８，８８２世帯（2018.10.1現在）

【産業】 第１次産業 6.18％

第２次産業 27.15％

第３次産業 66.67％

（201510.1現在）

【面積】 2４０．4㎢ （201710.1現在）

【可住地面積】１３９．９３㎢（同上）

【人口密度】 ３１７人（2017.10.1現在）

（人）

２０３０年をピークに
６５歳以上人口が減少に転じる可能性

【人口推移】

【将来推計】
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３．人口・構造の推移



４．産業の現況

市内企業の支援・企業誘致の推進

市役所にワンストップ窓口を設置して推進

【笠間市の主な産業】
製造業
卸売・小売業
医療・福祉
建設業
農 業

など多彩な産業で構成

【各種の支援制度】
立地規模や状況に応じた
各種制度により支援を実施

行政と企業の連携組織を
設置し企業等の支援を実施

広域交通環境を生かした事業用地



「人づくり」・「街づくり」・「モノづくり」による一体的な取組みの展開

地域の持続

例えば，伝統的な地域行事の開催（祭り，奉仕作業など）

生活環境の維持（清掃，自治組織の弱体化など）

日常生活の助け合い（外出・災害支援，ボランティア活動な
ど）

地域経済の持続

例えば，ものづくり・職人の技術伝承

中小企業・小規模事業所・農業経営者の承継

地域の文化（個店など）の消失

課題

多様化するニーズ・増加する問題

行政サービスの複雑化・範囲の拡大

行政サービス・住民負担・地域運営のあり方の見直
し

深刻となる人手・人材・財源不足

人口減少 少子・高齢化

住民意識の変革（自立心の育成）

分野横断・公民連携による取組みの推進

５．人口減少時代への挑戦

笠間
創生



６－１．地方創生の基本的な考え方

【人口減少の抑制と笠間らしさの確立】

笠間市の様々な資源（人・モノ・まち）を活かし

持続する「笠間市」をつくる

人口減少・少子化・高齢化に対し
（様々な課題が発生）

国全体で進む人口減少・超高齢化

東京圏に集中する「人・モノ」

独自性の向上により「選ばれるまち」に

→若者も高齢者も活躍できる環境づくり

→東京圏から笠間市への人の流れを創出



施策

【現状と課題】
１．人口等の動向
・自然減・社会減の双方による人口
減少
・若年層で目立つ転出超過
・県平均を下回る出生率と上回る高
齢化率
・65歳以上人口の減少という推計

２．経済・財政の停滞
・停滞傾向にある地域経済
・依存型の財政構造

人口ビジョン 総合戦略【平成２７年度～平成３１年度】

【人口の将来展望】
2060年に約56,000人
・希望をかなえる環境の構築
・産業振興を含めた社会増減対策

【目指すべき方向性】
○地域資源活用による笠間らしさの
確立
○暮らしの向上につながる都市モデ
ル確立
⇒人口減少抑制と活力ある地域社会

基本目標

１．ひと～住む人の希望をかなえる環境を構
築する

郷土づくりの推進
市内外の交流の活性化
魅力の発信力の強化

ライフステージに応じた支援の充実
生涯設計に係る意識啓発
各世代が活躍・活動する場の構築①結婚・出産・子育てから老年期までの安心

感と期
待感を向上する

②笠間市を知り・学び・発信する人材を育成
する

２．まち～将来にわたって持続する都市を確
立する

３．もの～生涯をとおして，楽しみ，働くこ
とがで

きる産業を支援する

①暮らしと都市経営（行政運営）における笠
間モデ

ルを創出する

②市内外のネットワーク機能を強化する

①強みを生かした産業の創出と支援を強化す
る

②多世代が楽しみ，働くことができる産業を
取り巻
く環境を構築する

・社会増減率 / 自然増減率
・安心して子どもを生み育てる環境が整っていると感じ
る割合
・将来の生活で健康が問題となると感じている割合
・笠間を知っている人の割合

・住みよいと感じる市民の割合
・既存ストックの利活用数
・交流・生活拠点数（新規 広域・地区）
・交通の利便性が高いと感じる市民の割合

・入込観光客数
・製造業及び医療・福祉における付加価値増加率
・従業者数
・創業比率

・子育て世代包括支援体制の整備 ・女性の復職検討者
数
・インターンシップの受入事業所数 ・健康等各種講座
受講者数
・軽就労メニュー数 ・市民活動助関連成事業件数 な
ど

・歴史，産物等地域資源に係る講座の受講者数
・英語検定試験の合格者率 ・地域デザイン形成に対する
来訪者数
・笠間ファン倶楽部加入者数 ・空き家バンク活用移住者
者数 など

笠間暮らしの創出
広域及び産学官連携の推進
既存ストックのマネジメント強化・新規コミュニティ誘導整備数 ・学ぶ場と働く場の連
動件数
・定住自立圏の形成 ・官民連携推進組織の整備
・空き家バンクの成約件数
など
市外ネットワークの強化
市内ネットワークの強化

・都心での笠間拠点形成数 ・駅乗車人員の減少率
・高速道路ＩＣ出口交通量の増加率 ・地域拠点形成数
・デマンドタクシー利用者数
など

地域産業の支援及び連携強化
国内観光及びインバウンドの強化
地域資源活用による産業の創出等支援
・製造品出荷額等 ・農産物のブランド化数 ・生栗販売額
・新規海外販路件数 ・観光案内所額黒人利用者数
・観光都市としての魅力が向上していると感じる割合
・大規模公有地への企業等誘致件数 ・ヘルスケア関連産業
の創出件数など

市内の雇用対策の推進
持続，循環する企業・事業所活動の促進

・企業立地による雇用者数 ・市主催面接参加者数
・新規創業者数 ・有効求人倍率 ・新規就農者数
・商店街に活気があると感じる割合
など

６－２．笠間市創生総合戦略



７－１．人の流れの創出【地域おこし協力隊の制度概要】

総務省HPより



７－２．笠間市の地域おこし協力隊

河又隊員
【活動開始】 2017年9月
【前住所】 神奈川県
【プロフィール】前職は日本茶店，建築業界に勤務
【活動内容】 日本茶に関わるイベントの開催

移住交流促進に関わる活動

久保隊員
【活動開始】 2017年9月
【前住所】 東京都
【プロフィール】前職はブライダル業界，生花店に勤務
【活動内容】 都市農村交流に向けた活動

クラインガルテンの活性化
農泊やグリーンツーリズムの推進活動

大坪隊員
【活動開始】 2018年4月
【前住所】 千葉県
【プロフィール】前職は教職員
【活動内容】 笠間の魅力発信隊の運営

教育旅行，民泊及び観光振興の推進

稲垣隊員
【活動開始】 2018年10月
【前住所】 神奈川県
【プロフィール】前職は自動車会社
【活動内容】 栗の生産拡大

農業振興に関する地域活動

【2019年4月現在の地域おこし協力隊】

都市農村交流
クラインガルテン

笠間ふれあい体験旅行

課題：任期終了後の笠間市への定住の実現

企業支援補助金制度（上限100万円）の創設
細やかな人的なサポートの実施



８－１．特徴的な取り組み

【日本一の栗の産地づくりの推進】

「笠間にしかない・笠間らしい・体感できる」栗によるブランド
化に向け，日本一長い期間にわたり，様々な要請に応える品質及び
品種別・サイズ別で提供できる生産と域内の経済波及効果を高める
商品（加工品，ツアー商品）展開を目標とし，統一規格の浸透と
いった品質，市を訪れなければ体験できない商品と全国に販売でき
る商品の双方の開発，これらを推進する体制の構築を図る。

国の交付金・企業からの寄付制度の双方を活用

※荒廃した農地を栗圃場として再生

※進展する商品化・イベントの拡大

成果：生産量・栽培面積の拡大

約3年間で生産量12トン 18haの拡大

企業等からの連携事業の提案

栗イベント集客数約47％の増加

就農・移住促進事業への貢献 など



８－２．特徴的な取り組み

【日本一の栗の産地づくりの推進（2019年度の取り組み）】



８－３．特徴的な取り組み

【観光戦略の推進（2019年度の取り組み）】



８－４．特徴的な取り組み

【台湾交流事務所を核としたインバウンド観光等の推進（2019年度の取り組み）】



８－５．特徴的な取り組み

【事業承継の支援（2019年度の取り組み）】



８－６．特徴的な取り組み

【地元企業人材確保の支援強化（2019年度の取り組み）】



８－７．特徴的な取り組み

【少子・高齢化に対応した医療・保健・福祉の連携強化（地域医療センターかさま）】

平成30年4月より市立病院・保健センター・地域
包括支援センター・病児保育ルームなどを併設した
「地域医療センターかさま」のオープンに伴い，多
職種による連携・協働体制の機能強化し，地域完結
型の保健・医療・福祉の包括ケアを推進する。

日常的に「医療・健康・福祉」に触れることがで
きる場を提供する。



８－８．特徴的な取り組み

【妊娠・出産～子育て期における切れ目のない支援（2019年度の取り組み）】



介護・健診ネットワークシステム

市が保有する情報の提供と活用によるサービスの向上に向けた実験的取組み

発展的には，「健康」な暮らし・コミュニティ提供への基盤となる期待

平成25年度 総務省 地域経営型包括支援クラウドモデル事業

空き家（空き地）の一体型政策

空き家の適正管理から活用までを一体的に実施

利活用のマッチングのさらなる促進を図る

【参考】特徴的な取り組みの基盤づくり



市街地活性化事業（稲荷門前通り周辺での事例）

介護・健診クラウドでは「データ」，空き家や市街地活性化では「物件」という

既存のストックを生かした「基盤づくり」が，地方創生における特徴的な取り組みを促進している

【参考】基盤づくりが生み出す街の再生



９．創生総合戦略の推進体制

笠間市創生本部 笠間市創生有識者会議

【構成】１５名
本部長 ：市長
副本部長：副市長，本部員：各部長級
【所掌】
総合企画及び調整
総合戦略の作成，実施の推進，検証
国等への要請及び連携の推進

市民・企業等

【構成】２０名
市民，産業界，教育機関，金融機関，メディア，市議会 等
【所掌】
総合戦略の作成検討
総合戦略の実施の推進，検証

意見・提案

笠間市創生総合戦略の推進

作 成
実施の推進
検 証

意見・提案

研究会【案件に応じて部局横断で設置】

○明確な目標とKPIの設定
※KPI：重要業績評価指標

○PDCAサイクルによる効果検証・改善

指示 提案

【推進の要素】

・リーダーシップと総合性が発揮できる環境構築

（組織横断/公民連携）

【推進体制における工夫点】

・経営層での議論の活発化

・市民との意見交換の場の設定

・柔軟なプロジェクトチームの設置

・市内外からの積極的な事業参加の促進 など※女性職員の研究会プロジェクト ※地域と東京圏企業勤務者等
が連携した課題解決策の研究



地域の持続 地域経済の持続

多様な主体が連携する取組みを推進

地域組織の強化

地域内事業所

子ども会育成会

高齢者クラブ

自主防災組織
消防団

各種サークル

行政区
自治会

NPO法人

ボランティア団体

【地域組織】 笠間市

協力団体
企業 等

大学
有識者
先進地等

人的支援

財政支援

国内外連携の強化

ほか，各国都市等と連携

台湾交流事務所
インバウンド・アウトバウンドを軸とした

交流

タイ王国 メーファールアン財団
陶芸を軸とした育成・産地振興

ドイツ ラール市
菊まつりを起点とした友好都市交流

国内各都市
歴史，文化等を軸とした交流，防災の相互支援

公民連携の強化

など

クラウド情報基盤の整備・活用連携

高齢者の見守り対策連携

移住促進策，災害支援等の対策連携

ドローン等新技術活用策の連携

暮らしを支えるサービスの提供

増加を続ける課題への対応

人材（国内外）と財源の確保

行政サービスの限界

ＩoＴ，ＡＩ，自動運転など

の技術の導入

公民連携の推進による

地域と経済の持続・発展へ

ＡＩなどによるシニア等
人材活躍の促進連携

１０．今後の展開



ご清聴ありがとうございました。

ぜひ，笠間市にお越しください。


